
令和5年度

※本年度の本園における保育を総合的に評価し、次年度の保育計画に生かせる方向で記入してください。

〔記入方法〕

・Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの4段階評価です。該当する欄に○をつけてください。

・項目ごとに、意見・改善策を記述してください。

項　　目

◎　教育・保育計画の編成と実施に関する評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(１)教育・保育課程の具体化に向け、乳幼児の実態を踏

　　まえた重点目標を設定しているか。

(２)教育・保育課程は、各施設や地域の特色を生かしているか。 〇

(３)保育課程・目標は、社会の要請や保護者の意向を

　考慮し、作成しているか。

(４)課程・目標は、前年度を生かしているか。 〇

(５）教育・保育課程・目標は、全職員で検討し、かつ共通

　理解を図っているか。

(１)計画は乳幼児の実態に即して作成しているか。 〇

(２)教育・保育要領に基づく援助・支援を適切に行って

　いるか。

(３)環境構成を意識した教育・保育や過程を常に工夫して

　いるか。

(４)素材・用具を適切に使用しているか。 〇

(５)評価結果をもとに教育・保育の改善に努めているか。 〇

(１)一日の流れ(デイリープログラム)は現行でよいか。 〇

(１)行事の種類や実施回数は適切か。 〇

(２)行事のねらいを計画や実施に十分生かしているか。 〇

(３)乳幼児の活動範囲を明確にし、自主的・実践的に

　活動にしているか。

(４)計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。 〇

(５)保護者の願いや意見を取り入れているか。 〇

・行事への参画方法を考えていきた
い。

・行事前に昨年度の反省を見ること
で同じことを繰り返さないように意識
できる。

・保育所における自己評価ガイドライ
ン（厚生省）を読むと、十分ではない
ところもあるのではと感じるところも
あるため見直していく。

・各クラス、コーナーやゾーンの見直
し、充実を図っているか。整理がされ
ているか見直しをしていく。

日時程
・職員の動き方はより効率的な形が
あると思うので考えていく。

・行事は毎年検討する。

・行事についてはその年々で考え、
時期なども調整していく必要がある。

〇

〇

〇

〇

〇

なぎさこども園における自己評価・自己点検

項　目 内　　　　容
評　　　価

意見・改善策

〇

Ａ ： たいへんよい
Ｂ ： よい
Ｃ ： 一部検討を要する
Ｄ ： 改善を要する

理念や基本方針は、幼保連携型認定こども園の教育・保育に対する考え方や姿勢を示すものです。これが明確
にされていることによって、職員は自らの業務への意識付けや子どもへの接し方、教育・保育サービスに対する
具体的な取組みを行う事が出来るようになります。また、実践する保育サービスを保護者等に分かり易く伝えるこ
とが保育所に対する安心感や信頼を与えることにもつながります。
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◎保育環境と教育・保育内容に関する評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(１)園内の清掃がなされ、清潔に保たれ、子どもが心地

　よく過ごせるように配慮している。

(２)室内外の衛生面・安全面に配慮している。 〇

(３)生活の場にあった保育者の声、音楽など音に配慮し

　ている。

(４)各保育室に子どもたちの発達や興味関心にあった

　遊具がいつでも手に取れるように配置している。

(５)室内に子どもたちが、季節感を味わえるような工夫を

　している。

(１)子どもに分かりやすい温かな言葉使いで、穏やかに話

　　している。

(２)子どもの要求や訴えに対して、子どもの気持ちを受け

　とめ、状況に応じて適切な対応をしている。

(３)基本的な生活習慣や生理現象に関しては、一人ひと

　　りの子どもの状況に応じて対応している。

(４)子どもの様々な活動を自由に体験できるような環境の

　　整備がされている。

(５)生活や遊びを通して、数・量の感覚が身につくよう工

　夫している。

(６)散歩や行事などで、子どもたちが主体的に地域の人

　　に接する機会を作っている。

(７)様々な素材を使って、描いたり、作ったり、自由に表

　現できるように配慮されている。

(８)身体を使った様々な表現遊びが取り入れられている。 〇

(９)絵本の読み聞かせや紙芝居などを積極的に取り入

　　れている。

(１０)ケンカの場面では、危険のないように注意しながら

　子どものプライド、自立性を尊重し、子どもたちの同士

　で解決するように援助している。

(１１)順番を守るなど、社会的ルールを身につけていく

　ように配慮している。

(１２)広く社会性が身につくよう、異年齢の子どもたちや

　　様々な年齢層の人たちと交流している。

・午睡や掃除後におもちゃが棚の上
に乗ったままになっていることがある
ため、いつでも手に取れる環境を整
えていきたい。

〇

〇

〇

〇

〇

・地域の人に接する機会はコロナも
あり減ってきたが、今後増やしていき
たい。

〇

・温かい言葉遣いをお互い意識しあ
い、声を掛け合っていきたい。

〇

〇

〇

・子どもの興味に合わせて環境作り
ができているように感じる。

〇

〇

〇

〇

〇

・日々の保育と掃除の両立が難しい
と感じる時があるため検討する。

・清掃はされているが廊下のゴミが
落ちていることがあり、目にした人が
片づける心の余裕をみんなで持ちた
い。

〇
・清掃は保護者アンケートにもご指
摘があったので体制の面から見直
す必要があると感じている。

項　目 内　　　　容
評　　　価

意見・改善策

幼保連携型認定こども園は、子どもたちが心地よく過ごす生活の場にふさわしい環境を整えていくことが大切です。
様々な面から保育環境を整備し、子どもたちが園で快適に過ごせる様に配慮すること。教育・保育内容については、
子ども一人ひとりのへの理解を深め、受容することが基本です。様々な保育の取り組みがありますが、まず、子ども
と保護者の人権を尊重した上で、子ども一人ひとりの家庭環境、身体能力、精神成長の違いを把握して保育をすす
めることが大切です。
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◎教育・保育の計画と実施を支える諸条件に関する評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(１)能動的、合理的な運営組織になっているか。 〇

分 (２)職務内容が明確で、共同できる体制になっているか。 〇

掌 (3)職員の配置は適材・適所か。 〇

・ (4)係や仕事の分担・割り当ては適切か。 〇

体 (5)教育・保育の質の向上や改善のための取組みについて、

制 　意図的・計画的に実施している。

(１)各種会議を適切かつそれぞれ全体的立場を理解し協力

運 　や助言を惜しむことなく施設の運営に関わっているか。

経 (２)打合せの回数、時間、内容は適切か。 〇

営 (３)運営改善の課題について把握し、計画的な取組

営 　みにを行うとともに、定期的に検証、見直しをしている。

(１)施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し

・ 　　ている。

(２)施設長は、質の向上に意欲を持ちその取組みに

組 　　指導力を発揮している。

(１)クラスの目標は、教育・保育目標や重点目標に基づ

織 　　いて設定しているか。

ク (２)個人別・クラスの目標は、乳幼児の実態に即して

ラ 　　いるか。

ス (３)クラスの目標に迫る短期・長期のねらいは適切に

経 　　設定しているか。

営 (４)同年齢及び異年齢児間の効果的な活動の充実を

　図っているか。

(５)意義や趣旨を理解したチーム保育をおこなっているか。 〇

(６)評価、資料(諸記録)を集積しているか。 〇

保 (１)クラス運営に生かされるような具体的な保健対策を

健 　　講じているか。

・ (２)避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切に

安 　実施しているか。

全 (３)健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のため、

指 　家庭への啓発をおこなっているか。

導 (４)乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係

　　機関などと連携を図っているか。
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

・会議が重なり、日程合わせが難し
い時がある。

〇

〇

・来年度のプロジェクトの配置を今回
見直したので良いと思う。
・配置の場所によって仕事量が違う
ため、仕事分担を見直していく。

項　目 内　　　　容
評　　　価

意見・改善策

・少し見直す必要があると感じる（業
務改善のため）

幼保連携型認定こども園の機能や役割が増す中で、組織の一員として今以上にその役割をしっかり
担うことが求められています。また、教育・保育要領の中では、幼保連携型認定こども園を運営するた
めの施設長の役割が大きく、常に園の運営などの課程を自覚し、日頃から研鑽に努める必要がありま
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(１)研修の計画・運営は適切か。 〇

(２)研修・研究の成果を日常の保育に生かし、乳幼児

　の育ちに反映させているか。

(３)研修・研究の実践による幼児理解が深まりを見せて

　　いるか。

(４)各種研究会、研修会、講習会への参加態勢の充実を

　　はかっているか。

(５)各種研究会、研修会、講習会での内容を所内に還元

　しているか。

(１)乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取扱って

　　いるか。

(２)公文書収受、発送、処理を適切に行っているか。 〇

(３)各票簿は、適切な時間・方法で作成・処理しているか。 〇

(１)施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているか。 〇

(２)遊具・用具等を、活用しやすいように整理・保管

　　しているか。

(３)不審者に対する周到な配慮を行っているか。 〇

(４)掲示板、掲示場所などを適切かつ効果的に活用して

　いるか。

(１)各種会計を適正かつ適切に処理しているか。 〇

(１)子どもの思いや意見を、はっきり言うことが出来るよう

　　配慮し、それを尊重している。

(２)一人ひとりの子どもの心身の状態、生活習慣や文化、

　　家庭の事情、考え方などの違いを知り、それを尊重

　　する心を育てる。

(３)子どもの態度、服装、遊びなどで性差への先入観

　　による固定的な対応をしないよう配慮している。

(４)日本語によるコミュニケーションが困難な保護者に

　　対して園の意向や連絡事項が正しく伝わるよう、

　　努力や工夫をしている。

(５)保育者は子どもの人権尊重を意識して保育を

　　行っている。
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・安全点検をする人が変わると一度
ケガをしそうになったところをサラッと
みてしまうこともあるので、そこの仕
組みをかえるか？考えたい。

〇
・整理をするよう心がけるようにする。

・自動ドアの開閉の時間など今後も
検討していく。

〇

修
〇

〇

究
〇

・

研
〇

意見・改善策

・研修へ参加する時は周囲の協力
があり、参加しやすい。

研
〇

項　目 内　　　　容
評　　　価
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◎ 開かれた保育所づくり

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(１)他施設との年間交流計画は、教育・保育目標や課題に

施 　沿ったものになっているか。

設 (２)他施設等の幼児児童施設生徒と触れあう中で乳幼児

間 　　が楽しく過ごし充実感を味わうことが出来るような配

交 　　慮や援助・支援を行っているか。

流 (３)施設長同士が、打合せや事前研修・合同研修を行い、

開 ・ 　互いの保育・教育に対しての理解を深め、援助について

　共通理解を図っているか。

か 連 (４)参観や保育・授業などに参加するなどして、幼稚園・

携 　　小学校の教育を理解しているか。

れ (５)日常的に情報を交換し、それを交流活動に生かしているか。 〇

(１)日常的に情報を交換し、それを交流活動に生かして

た 家庭 　　いるか。

・ (２)保護者を含む地域の人の人材活用の時期・内容は適切か。 〇

保 地域 (３)乳幼児の興味や関心に基づいて地域社会・その他

との 　　の施設と交流しているか。

育 連携 (４)地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や生活

　　に触れているか。

所 (１)地域の子育て支援として、園庭や中庭、保育室など

子 　　を開放しているか。

づ 育 (２)地域に住む子ども同士、あるいは親子が一緒に遊ぶ

て 　　ことが出来るような場の設定を行っているか。

く 支 (３)「子育てについて」など、保護者を対象とした学習の

援 　　機会を設定しているか。

り の (４)職員による育児に係る「子育て相談」は充実しているか。 〇

推 (５)医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図り保護者

進 　　にとって必要な情報を提供しているか。

情報
(１）園だより・クラスだより、ホームページ等で施設の

の 　　情報を発信しているか。

配信 (２)行事や子育て支援事業を、地域の連絡会や児童施設

　　小学校に対して周知しているか。

外部 (１)第三者評価を導入し、施設運営に反映しているか。 〇

評価 (２)地域や保護者の意見を施設運営に反映しているか。 〇 　　

〇

〇

〇

〇

〇

〇
・コロナ禍も終わり、地域との交流の
場が作れる気がする。

〇
・なぎさっこクラブを利用する子との
交流が在籍している子どもたちにも
良い影響となっている。

〇
・日常的にまではしていないので心
がける必要がある。

〇

〇

〇

〇

項　目 内　　　　容
評　　　価

意見・改善策

〇

地域の子育て家庭に対しても子育て力の向上に貢献していくことが今後の課題となりました。こども園としての
専門性を地域のニーズに応じて提供し、地域に開かれたこども園としてお互いの連携や交流が求められます。


